
発達の主な特徴（0歳児～2歳児）及び保育士の姿勢と関わりの視点・保育所保育指針より 

 

6か月未満児 6か月から 1歳 3か月未満児 1歳 3か月から 2歳未満児 2歳児 

子どもは、この時期、母体内から外界への環境の激変に適応し、

その後は著しい発育・発達がみられる。月齢が低いほど体重や身

長の増加が大きく、次第に皮下脂肪も増大し、体つきは円みを帯

びてくる。また、この時期の視覚や聴覚などの感覚の発達はめざ

ましく、これにより、自分を取り巻く世界を認知し始める。感覚

器官を含め、すべての身体発育や行動の発達は子どもが生来持っ

ている機能の発達によることが大きいが、こうした生得的、生理

的な諸能力の発達も、その子どもが生活している環境、特に周り

の大人との温かく豊かな相互応答的な関係の中で順調に促進さ

れる。身体発育や行動の発達は、まさしく子どもの身近な環境と

の相互作用の結果であり、この時期はその出発点である。 

 この時期の子どもは発達の可能性に満ちているが、大人の援助

なしでは欲求を満たすことはできない。しかし、子どもは、笑う、

泣くという表情の変化や体の動きなどで自分の欲求を表現する

力を持つ。このような表現により子どもが示す様々な欲求に応

え、身近にいる特定の保育士が適切かつ積極的に働きかけること

により、子どもと保育士との間に情緒的な絆が形成される。これ

は対人関係の第一歩であり、自分を受け入れ、人を愛し、信頼す

る力へと発展していく。生後３か月頃には、機嫌のよいときは、

じっと見つめたり、周りを見まわしている。周りで物音がしたり、

大人が話していると声のする方をみる。足を盛んに蹴るようにな

る。寝ていて自由に首の向きを変えることができ、腹ばいで頭を

持ち上げるようになり、動くものを目で追えるようになる。小型

のガラガラ等を手にあてるとすこしの間握ったり、振ったりす

る。微笑みも生理的なものから、あやすと笑うなど社会的な意味

を持ちはじめる。子どもの要求の受け止め方や大人の働きかけに

対して快と不快の感情が分化してくる。「ア・エ・ウ」等の音を

出したり、「ブーブー」とか「クク」という声を出す。授乳中に

哺乳瓶に触れていたり、いじったりする。満腹になり乳首をくわ

えたまま気持ちよさそうに眠ることもある。保育士はこのような

子どもの行動に気づき、感受性豊かに受け止め、優しく体と言葉

で応答することにより、子どもは自分がした行動の意味を理解す

るようになり、特定の保育士との間で情緒的な絆が形成される。

生後４か月までに、首がすわり、５か月ぐらいからは目の前の物

をつかもうとしたり、手を口に持っていったりするなど手足の動

きが活発になる。また、生理的な快、不快の表出は、感情を訴え

るような泣き方をしたり、大人の顔を見つめ、笑いかけ、「アー」

「ウー」などと声を出すなど次第に社会的、心理的な表出へと変

化する。さらに、身近な人の声を覚えたり、また、音のする方向

に首を向けたり、近づいてくるものを見たり、ゆっくり動くもの

を目で追うようになる。生後４か月を過ぎると、腕、手首、足は

自分の意思で動かせるようになり、さらに、寝返り、腹ばいによ

り全身の動きを楽しむようになる。また、眠っている時と、目覚

めている時とがはっきりと分かれ、目覚めている時には、音のす

る方向に向く、見つめる、追視する、喃語を発するなどの行動が

活発になる。 

 子どもは、この時期、前期に引き続き急速な発

育・発達が見られる。６か月を過ぎると、身近な人

の顔が分かり、あやしてもらうと非常に喜ぶように

なる。視野の中にある新しい刺激、変化に富む刺激、

より複雑な刺激を次第に求める積極性や選択性は、

初期から認められる。しかし、６か月頃より、母体

から得た免疫は次第に弱まり、感染症にかかりやす

くなる。この時期の座る、はう、立つといった運動

や姿勢の発達は、子どもの遊びや生活を変化させ、

生活空間を大きく変え、直立歩行へと発展し、さら

に、手の運動なども発達して、次第に手を用いるよ

うになる。さらに、言葉が分かるようになり、離乳

食から幼児食へと変化することによって、乳児期か

ら幼児期への移行を迎える。本来、子どもは生理的

に未熟であり、体外の豊かで変化に富んだ応答的環

境の中で生活することによって、人間として生まれ

ながらに持っている能力を社会的な環境に適応さ

せながらうまく発現していく必要があることから、

この時期は、極めて大切である。７か月頃から一人

で座れるようになり、座った姿勢でも両手が自由に

使えるようになる。また、この時期には人見知りが

激しくなるが、一方では、見慣れた人にはその身振

りをまねて「ニギニギ」をしたり「ハイハイ」など

をして積極的に関わりを持とうとする。この気持ち

を大切に受け入れ応答することが情緒の安定にと

って重要である。こうした大人との関係の中で喃語

は変化に富み、ますます盛んになる。９か月頃まで

には、はうことや両手に物を持って打ちつけたり、

たたき合わせたりすることができるようになる。身

近な大人との強い信頼関係に基づく情緒の安定を

基盤にして、探索活動が活発になってくる。また、

情緒の表現、特に表情もはっきりしてきて、身近な

人や欲しいものに興味を示し、自分から近づいてい

こうとするようになる。さらに、簡単な言葉が理解

できるようになり、自分の意思や欲求を身振りなど

で伝えようとするようになる。１歳前後には、つか

まり立ち、伝い歩きもできるようになり、外への関

心も高まり、手押し車を押したりすることを好むよ

うになる。また、喃語も、会話らしい抑揚がつくよ

うになり、次第にいくつかの身近な単語を話すよう

になる。 

 子どもは、この時期、歩き始め、手を使い、言葉を

話すようになる。この時期には、運動機能の発達がめ

ざましく、体つきは次第にやせぎみになっていく印象

を受ける。感染症の罹患が多く、この時期の病気の大

半を占めるといってもよい。つかまらずに歩けるよう

になり、押したり、投げたりなどの運動機能も増す。

生活空間が広がり、子どもはこれまでに培われた安心

できる関係を基盤として、目の前に開かれた未知の世

界の探索行動に心をそそられ、身近な人や身の回りに

ある物に自発的に働きかけていく。その過程で、生き

ていく上で必要な数多くの行動を身につけていく。例

えば、身近な人の興味ある行動を模倣し、活動の中に

取り入れるようになる。つまむ、めくる、通す、はず

す、なぐりがきをする、転がす、スプ－ンを使う、コ

ップを持つなど運動の種類が確実に豊かになってい

く。こうした新しい行動の獲得によって、子どもは自

分にもできるという気持ちを持ち、自信を獲得し、自

発性を高めていく。また、大人の言うことが分かるよ

うになり、呼びかけたり、拒否を表す片言を盛んに使

うようになり、言葉で言い表わせないことは、指さし、

身振りなどで示そうとする。このように自分の思いを

親しい大人に伝えたいという欲求が次第に高まって

くる。そして、１歳後半には、「マンマ、ホチイ」な

どの二語文も話し始めるようになる。さらに、この時

期には、ボ－ルのやりとりのような物を仲立ちとした

触れ合いや、物の取り合いも激しくなり、また、ある

ものを他のもので見立てるなど、その後の社会性や言

語の発達にとって欠かせない対人関係が深まり、象徴

機能が発達してくる。このような外界への働きかけ

は、身近な人だけでなく物へも広がり、大人にとって

は、いたずらが激しくなったと感じられることも多く

なる。保育士との豊かな交流は、友達と一緒にいるこ

との喜びへとつながり、情緒の面でも、子どもに対す

る愛情と大人に対する愛情とに違いが出てくるし、嫉

妬心も見られるなど分化が行われる。この時期は、保

育士に受け入れられることにより、自発性、探索意欲

が高まるが、まだまだ大人の世話を必要とする自立へ

の過程の時期である。 

 子どもは、この時期、歩行の機能は一段と

進み、走る、跳ぶなどの基本的な運動機能が

伸び、体を自分の思うように動かすことがで

きるようになり、身体運動のコントロールも

うまくなるので、リズミカルな運動や音楽に

合わせて体を動かすことを好むようになる。

同時に指先の動きも急速に進歩する。発声、

構音機能も急速に発達して、発声はより明瞭

になり、語いの増加もめざましく、日常生活

に必要な言葉も分かるようになり、自分のし

たいこと、してほしいことを言葉で表出でき

るようになる。このような発達を背景に行動

はより自由になり、行動範囲も広がり、他の

子どもとの関わりを少しずつ求めるように

なる。感染症に対する抵抗力は次第について

くるが、感染症は疾病の中では最も多い。 

日々の生活の中での新たな体験は、子どもの

関心や探索意欲を高め、そこで得られた喜び

や感動や発見を、自分に共感してくれる保育

士や友達に一心に伝えようとし、一緒に体験

したいと望むようになる。このような子ども

の欲求を満たすことによって、諸能力も高ま

っていき、自分自身が好ましく思え、自信を

持つことができるようになる。したがって、

大人の手を借りずに何でも意欲的にやろう

とする。しかし、現実にはすべてが自分の思

いどおりに受け入れられるわけではなく、ま

た、自分でできるわけでもないので、しばし

ば大人や友達との間で、自分の欲求が妨げら

れることを経験する。ところが、この頃の子

どもはまだこうした状況にうまく対処する

力を持っていないので、時にはかんしゃくを

起こしたり、反抗したりして自己主張するこ

とにもなる。これは、自我が順調に育ってい

る証拠と考えられる。この時期にも、子ども

は周りの人の行動に興味を示し、盛んに模倣

するが、さらに、物事の間の共通性を見い出

したり、概念化することもできるようにな

る。また、象徴機能や観察力も増し、保育士

と一緒に簡単なごっこ遊びができるように

なる。 



 子どもの心身の機能の未熟性を理解し、家庭との連携を密に

しながら、保健・安全に十分配慮し、個人差に応じて欲求を満た

し、次第に睡眠と覚醒のリズムを整え、健康な生活リズムを作っ

ていく。また、特定の保育士の愛情深い関わりが、基本的な信頼

関係の形成に重要であることを認識して、担当制を取り入れるな

ど職員の協力体制を工夫して保育する。 

 身近な人を区別し、安定して関われる大人を求

めるなど、特定の保育士との関わりを基盤に、歩行

や言葉の獲得に向けて著しく発達するので、一人一

人の欲求に応え、愛情をこめて、応答的に関わるよ

うにする。家庭との連携を密にし、１日２４時間を

視野に入れた保育を心がけ、生活が安定するように

する。 

 保育士は子どもの生活の安定を図りながら、自分

でしようとする気持ちを尊重する。自分の気持ちをう

まく言葉で表現できないことや、思い通りにいかない

ことで、時には大人が困るようなことをすることも発

育・発達の過程であると理解して対応する。歩行の確

立により、盛んになる探索活動が十分できるように環

境を整え、応答的に関わる。 

全身運動、手指などの微細な運動の発達に

より、探索活動が盛んになるので、安全に留

意して十分活動できるようにする。生活に必

要な行動が徐々にできるようになり、自分で

やろうとするが、時には甘えたり、思い通り

にいかないとかんしゃくを起こすなど感情

が揺れ動く時期であり、それは自我の順調な

育ちであることを理解して、一人一人の気持

ちを受け止め、さりげなく援助する。また、

模倣やごっこ遊びの中で保育士が仲立ちす

ることにより、友達と一緒に遊ぶ楽しさを次

第に体験できるようにする。 

 


